
静岡県教育委員会

議事録

令和５年度 第 24 回定例

３月 21 日（木）
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静岡県教育委員会教育長 池上重弘は、

令和６年３月 21 日に教育委員会第 24 回定例会を招集した。

１ 開催日時 令和６年３月 21 日（木） 開会 13 時 00 分

閉会 14 時 40 分

２ 会 場 教育委員会議室

３ 出 席 者 教 育 長 池 上 重 弘

委 員 藤 井 明

委 員 伊 東 幸 宏

委 員 小野澤 宏 時

委 員 後 藤 康 雄

委 員 天 城 真 美

事務局（説明員） 水 口 秀 樹 教育部長

塩 﨑 克 幸 教育監

宮 﨑 文 秀 理事（政策管理担当）

吉 良 光 陽 理事（新図書館担当）

本 多 伸 治 参事（学校教育担当）

井 出 好 彦 教育総務課長

秋 野 薫 教育政策課長

大 澤 篤 教育ＤＸ推進課長

上 原 啓 克 財務課長

内 山 成 一 教育厚生課長

山 川 和 成 教育施設課長

戸 塚 康 史 義務教育課長

中 山 雄 二 高校教育課長

高 橋 和 彦 特別支援教育課長

夏 目 伸 二 健康体育課長

藤ヶ谷 昌 則 社会教育課長

金 嶋 克 年 新図書館整備課長

室 伏 伸 明 静東教育事務所長

大 根 富 木 静西教育事務所長

杉 山 禎 総合教育センター所長

柴 雅 房 中央図書館長

小 谷 和 之 教育総務課参事

新 貝 高 史 教育総務課勤務条件・監察班主幹

池 谷 崇 仁 義務教育課指導班教育主査

４ そ の 他

（１） 第 47、48、49、50、51 号議案は可決された。

（２） 報告事項は了承された。
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【開 会】

教 育 長： ただ今より、教育委員会定例会を開催する。

今回の議事録の署名は、私のほか、後藤委員にお願いする。

【非公開の決議】

教 育 長： 議案の審議に入る前に、本定例会の議案の取扱いについて諮る。

第 48～51 号議案及び報告事項３、４は人事案件、報告事項２は公表

前案件のため非公開としたいが、異議はあるか。

全 委 員： 異議なし。

教 育 長： それでは第 48 号から第 51 号議案、報告事項２から４は非公開とす

る。公開案件から審議する。

教 育 長： それでは審議を始める。

第 47 号議案 静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画

教 育 長： 第 47 号議案「静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画」につい

て中山高校教育課長より説明願う。

高校教育課長： ＜第 47 号議案について説明＞

教 育 長： 質疑等はあるか。

全 委 員： （特になし）

教 育 長： 第 47 号議案について、原案のとおり可決することに異議はないか。

全 委 員： （異議なし）

教 育 長： 第 47 号議案について、原案のとおり可決する。

報告事項１ 学校の働き方改革に関する保護者等へのメッセージの発出

教 育 長： 報告事項１「学校の働き方改革に関する保護者等へのメッセージの

発出」について大澤教育ＤＸ推進課長より説明願う。

教育ＤＸ推進課長： ＜報告事項１について説明＞

教 育 長： 質疑等はあるか。

全 委 員： （特になし）

教 育 長： 報告事項１を了承する。

（会議の非公開）

教 育 長：会議を非公開とする。傍聴人は退席願う。

＜非＞報告事項２ 令和７年度教員採用選考試験志願状況

教 育 長： 報告事項２「令和７年度教員採用選考試験志願状況」について戸塚

義務教育課長より説明願う。
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義務教育課長： ＜報告事項２について説明＞

教 育 長： 質疑等はあるか。

伊 東 委 員： 民間の求人力が高くなってきたということもあるだろうし、それから、

前倒しに関して、効果がなかったという判断と、前倒しの程度が２次試

験が６月ではまだ遅すぎるなど、いくつか考え方があると思うので、そ

のあたりも含めて分析していただきたい。

義務教育課長： 御指摘いただいたことも含めてこれから分析していく。国が６月 16

日を標準日と示しており、他県が６月 16 日に今後寄せていくかという

ことも注視していきたい。今、６月 16 日標準日に寄せた県が全国で 18

県となっており、大学３年受験というものを取り入れている県もあるの

で、そういったところの研究も進めていきたい。

教 育 長： 今、春闘の時期で、労働者側にとって軒並み良い回答となっている中

で、教員を目指す方の中には、民間も視野に入れている方も多い。そう

いった教育の世界の外の動向にも視野を向けるようにとの御指摘をいた

だいた。他にはいかがであるか。

後 藤 委 員： 選考試験の前倒しというのは、ある程度の効果があると思うが、私た

ち民間企業では、優秀な人ほど途中で辞退していく。過去の辞退者とい

うのはどんな傾向が見られるのか教えていただきたい。結局、試験を早

めても辞退者が多くては意味がないと思う。

義務教育課長： 辞退者の状況であるが、大きく年によって変動しているということ

はない。他県も併願していて、本命の方に逃げていくというような状況

であった。今後、同じ試験日に多くの県が並んでくると、併願ができな

くなり、試験日が集中していくと辞退者が減ると思っている。先ほどの

繰り返しになるが、６月 16 日にどれだけ他県が寄せてくるかというこ

とを注視している。

教 育 長： 他に質疑等はあるか。

全 委 員： （特になし）

教 育 長： 報告事項２を了承する。

＜非＞第 48 号議案 令和６年度静岡県教科用図書選定審議会委員の任命

※ 非公表

＜非＞報告事項３ 令和６年度教職員人事異動概況

※ 非公表

＜非＞報告事項４ 令和６年度教育委員会事務局所属長等報告

※ 非公表
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＜非＞第 49 号議案 教職委員の懲戒処分

※ 非公表

＜非＞第 50 号議案 教職委員の懲戒処分

※ 非公表

＜非＞第 51 号議案 教職委員の懲戒処分

※ 非公表

教 育 長： 以上で、本定例会の議事は全て終了した。

これをもって、令和５年度第 24 回教育委員会定例会を閉会とする。


